
海老名市教育委員会

日時 令和８年８月２０日（木）

午後３時３０分 から

場所 えびなこどもセンター ２階 ２０１会議室

【教育長報告】

【報告事項】

１ 報告第１９号

２ 報告第２０号

【審議事項】

３ 議案第１７号

４ 議案第１８号

（令和８年８月定例会議事日程）

　日程第 令和８年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第３号）のうち
教育に関する部分に係る意見の申出について

　日程第 海老名市のいじめ重大事態に係る調査結果の公表方針の策定につ
いて

　日程第 令和７年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関す
る事務に係る部分の意見の申出について

　日程第 令和８年度（令和７年度対象）教育委員会事務の点検・評価につ
いて



海老名市教育委員会 

 ８月 定例会 
 

【教育長報告】 

１ 主な事業報告 

  ７月２３日（木） 教育委員会７月定例会 

           教育課題研究会 

           海老名市議会臨時会 

    ２４日（金） 市長定例記者会見 

            市主催研修（生活科・支援教育・ＩＣＴ活用） 

            中垣元教育委員友人宅訪問 

     ２５日（土） びなルーム同窓会 

     ２６日（日） 不登校進路相談会（不登校支援団体と共催） 

     ２７日（月） 初任者デイキャンプ（富士フイルム） 

            最高経営会議 

            自治体ＤＸ戦略本部会議 

     ２８日（火） 夏休みこども歴史体験講座（矢じりづくり） 

            市主催研修（書写） 

２９日（水） 社会教育委員会議 

            フルインクルーシブ教育調査研究部会 

            文化芸術協会の発表に係る稽古 

     ３０日（木） 県央地区教育課程研究会① 

            夏休みこども歴史体験講座（勾玉づくり） 

            びなるーむ納涼祭 

     ３１日（金） 県央地区教育課程研究会② 
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   ８月 １日（土） 海老名市戦没者追悼式 

総合教育会議（海西中） 

      ２日（日） フルインクル学校運営協議会対話の場（柏ケ谷中） 

      ３日（月） 小学校体育館開放事業見学 

            学校給食に係る意見交換会 

            市主催研修（ダンス・学級づくり・探求学習） 

            海老名市二十歳の祝典実行委員会 

      ４日（火） 教育課題研究会（教育委員会事務の点検評価） 

            次年度学校予算に係る校長会との懇談 

      ６日（木） 登別市小学生訪問団出発見送り 

      ７日（金） 須坂市関木工所訪問 

      ８日（土） 学びのビュッフェ（不登校支援団体事業） 

     １８日（火） 最高経営会議 

     １９日（水） 通学路安全対策委員会 

            子育て支援チーム会議 

     ２０日（木） 教育委員会８月定例会 

            教育課題研究会 
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２ 「対話」・「理解を得る」 

  教育施策を進めるうえでは、そのねらいや手立てについて、こどもたちや

保護者、教職員、教育関係者、地域の方々・市民に説明し、「理解を得る」こ

とが大前提となります。 

  それは、共通理解を図り、ひとつの方向に向かってみんなで取り組むこと

が、施策の成し遂げるための大きなカギとなるからです。 

  しかしながら、全員の、多くの人の「理解を得る」ことは、容易なことで

はありません。 

  あたり前のことですが、みなさんひとりひとりの思いや考えが違うからで

す。また、賛成、反対、どちらでもない、わからないと、ひとりひとりの意

見・判断が違うからです。 

  そして、それぞれ違うことは、たいせつなことですが、みんなで何かに取

り組むためには、その結果、みんなが満足するためには、やはり、お互いを

認め合い、共通理解を図ることが必要となるところです。 

  それでは、どのようにして、「理解を得る」のか？ 

  それは、時間はかかりますが、話し合うしかありません。 

  しっかり「対話」するしかないのです。 

  話し合いをして、意見をまとめるということではなく、まずは、それぞれ

の思いや考えを伝える、それぞれの意見を聞くことからはじまって、そのう

えで、ひとつの方向を確認し合うということなのです。 

  現在、私たちが取り組んでいるフルインクーシブ教育についても、そのよ

うな考え方から、私は、取り組みの方向性を「みんなで」という言葉を頭に

つけて、「対話」をベースに取り組むように計画を立てました。 

  大きな教育の方向性を決めるときには、上から目線で方針を示してそれに

従って進めるということでは、そこで生まれる課題に主体的に向かい合って

解決するということができず、結果、うまくいかないということを、私は、

これまで、身に染みて経験しているので、あえて、時間がかかっても、「みん

なで」と提案し、そのための「対話」を進めているのです。 

  実は、「理解を得る」ためには、その施策に、多くの人に参画していただき、

構想の練る段階から、ともに考えることが一番なのですが、計画の中の具体

的な取組の中でしか、それを行うことはできませんでした。残念ですが、致

し方なしとして、私は、今後も、「対話」を重ねながら「理解を得て」、教育

委員さん方はもちろん、みんなで教育施策を進めたいと思うのです。 

 

以上です。 
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報告第１９号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　令和８年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第３号）のうち教育に関する部
分に係る意見の申出について、急施を要したことから臨時に代理し、行ったことを
報告するため

令和８年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第３号）のうち教育

に関する部分に係る意見の申出について

令和８年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第３号）のうち教育に関する部

分に係る意見の申出について、海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に

関する規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定により臨時に代理し

行ったので、同条第２項の規定により報告する。

令和８年８月２０日提出

　提案理由

1



 

 

令和８年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第３号）のうち教育に 

関する部分に係る意見の申出について 

 

 

１ 概 要 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定に基づき、海老名市長か

ら意見を求められたため、異論なしとして申出を行った。 

 

２ 教育長の臨時代理 

令和８年第３回海老名市議会定例会に上程する補正予算案について、８月17日付

けで市長から意見を求められたが、その対応に急施を要したことから、海老名市教

育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則第３条第１項の規定に基づき、

教育長が臨時に代理し、申出を行った。 

 

３ 意見を求められた議会の議決を経るべき案件 

令和８年度海老名市一般会計歳入歳出補正予算（第３号）のうち教育に関する部

分 

 

４ 海老名市長からの文書 

  別紙のとおり 

 

５ 教育委員会からの申出文書 

  別紙のとおり 

 

６ 根拠法令（抜粋） 

 

 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部

分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議

案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 

令和８年８月20日 

定例教育委員会資料 

教育総務課総務係 
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報告第２０号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　令和７年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関する事務に係る部

分の意見の申出について、急施を要したことから臨時に代理し、行ったことを報告

するため

令和７年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関する事

務に係る部分の意見の申出について

令和７年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関する事務に係る部

分の意見の申出について、海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関す

る規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定により臨時に代理し行った

ので、同条第２項の規定により報告する。

令和８年８月２０日提出

　提案理由
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令和７年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関する事務 

に係る部分の意見の申出について 

 

 

１ 概 要  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定に基づき、海老名市長

から意見を求められたため、異論なしとして申出をした。 

 

２ 教育長の臨時代理 

令和８年第３回海老名市議会定例会に上程する令和７年度海老名市一般会計歳

入歳出決算認定のうち教育に関する事務に係る部分の意見の申出について、８月17

日付けで市長から意見を求められたが、その対応に急施を要したことから、海老名

市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則第３条第１項の規定に基

づき、教育長が臨時に代理し、申出をした。 

 

３ 意見を求められた議会の議決を経るべき案件 

令和７年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定のうち教育に関する事務に係る部 

 分 

 

４ 決算認定のうち教育に関する部分 

  別冊資料１「令和７年度 教育部 決算説明資料」のとおり 

 

５ 海老名市長からの文書 

  別紙のとおり 

 

６ 教育委員会からの申出文書 

  別紙のとおり 

 

７ 根拠法令（抜粋） 

 

 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部

分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議

案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 

 

令 和 ８ 年 ８ 月 2 0 日 

定例教育委員会資料 

教 育 総 務 課 総 務 係 
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議案第１７号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　令和８年度（令和７年度対象）教育委員会事務の点検・評価を決定し、報告書を

作成したいため

令和８年度（令和７年度対象）教育委員会事務の点検・評価について

令和８年度（令和７年度対象）教育委員会事務の点検・評価について、議決を求

める。

令和８年８月２０日提出

　提案理由
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令和８年度（令和７年度対象）教育委員会事務の点検・評価について 

 

 

１ 趣 旨 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条に基づき、令和８年度

（令和７年度対象）教育委員会事務の点検・評価を決定し、報告書を作成

したい。  

 

２ 点検・評価報告書案 

  別冊資料２「令和８年度（令和７年度対象）教育委員会事務の点検・評

価報告書」のとおり 

 

３ 今後のスケジュール 

令和８年８月20日   定例教育委員会 決定 

    ９月７日   政策会議 報告 

    ９月29日   最高経営会議 報告 

    同日以降   市議会に提出 

           ホームページで公表  

 

４ 関係法令（抜粋） 

  ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等) 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第１項の規

定により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務

(同条第４項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。)を

含む。)の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果

に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しな

ければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関

し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

令 和 ８ 年 ８ 月 2 0 日 

定 例 教 育 委 員 会 資 料 

教 育 総 務 課 総 務 係 
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議案第１８号

海老名市教育委員会

教育長 伊 藤 文 康

　海老名市のいじめ重大事態に係る調査結果の公表方針を策定したいため

海老名市のいじめ重大事態に係る調査結果の公表方針の策定について

海老名市のいじめ重大事態に係る調査結果の公表方針の策定について、議決を求

める。

令和８年８月２０日提出

　提案理由
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海老名市のいじめ重大事態に係る調査結果の公表方針の策定について 

 

 

１ 趣 旨 

  いじめの重大事態の調査に関するガイドライン（文部科学省 令和６年

８月改定版）に、「学校の設置者において、調査報告書の公表の在り方や

公表方法について、事前に方針等を定めておくことが望ましい」とあり、

今後の対応を円滑に進めるために、公表方針を策定したい。  

 

２ 公表方針案 

  別紙「海老名市のいじめ重大事態に係る調査結果の公表方針（案）」の

とおり 

 

３ 今後のスケジュール 

令和８年８月20日   定例教育委員会 策定・施行 

 

４ 関係法令（抜粋） 

  ○いじめの重大事態の調査に関するガイドライン 

(文部科学省 令和６年８月改定版) 

  第10章第３節（一部抜粋） 

   公表の方法については、調査報告書の公表版を作成したり、公表を

行わないこととした部分をマスキングしたりするなど加工した調査報

告書をホームページ等に公開期限を設けて公表することなどが考えら

れる。  

   なお、学校の設置者において、調査報告書の公表の在り方や公表方

法について事前に方針等を定めておくことが望ましい。 

令 和 ８ 年 ８ 月 2 0 日 

定例教育委員会資料 

教 育 支 援 課 支 援 係 
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海老名市のいじめ重大事態に係る調査結果の公表方針（案） 

 

令和８年８月 20 日策定 

海老名市教育委員会 

 

１ 趣旨 

本方針は、いじめ防止対策推進法（平成２５年法律第７１号）第２８条第１項に

基づく、いじめ重大事態に係る調査に関して、「いじめの重大事態の調査に関するガ

イドライン」（文部科学省 令和６年８月改定版）に則り、調査結果の公表の方針を

定めたものです。 

 

２ 公表の目的 

調査報告書に示されたいじめの再発防止策等を広く周知することにより、市全体

でいじめの問題について考える契機とし、家庭と地域、学校が連携して行ういじめ

の未然防止や早期発見の取組を促進することを目的としています。 

 

３ 公表に際して 

(１) 目的に沿って、調査報告書のうち、同種の事案の再発防止を含めた、いじめ

の未然防止に向けて重要な部分等を要約した資料（「公表版」）として、調査結

果を公表します。 

(２) いじめを受けた児童生徒及びその保護者の公表に関する意向を重視し、公表

しないことを強く希望する場合には、公表しない場合があります。ただし、個

人が特定できない形で再発防止策等に関する情報は、学校と教育委員会で共有

し、今後の取組に活かしていきます。 

(３) 個人情報の保護に関する法律等の関係法令を厳守します。 

 

４ 具体的方針 

(１) 公表方法は、海老名市教育委員会ウェブサイトへの掲載とします。 

(２) 公表期間は、ウェブサイトへの掲載開始日から６箇月間とします。ただし、

いじめを受けた児童生徒及びその保護者の意向等により、期間を短縮すること

があります。 

(３) いじめ重大事態の調査開始時から、いじめを受けた児童生徒及びその保護者

に対し、調査報告書の公表について、本方針を説明し、意向を確認します。ま

た、調査における加害児童生徒及びその保護者にも本方針を説明し、公表につ

いてできる限り理解を得られるように努めます。 

 

５ その他 

  本方針は、関係法令の改正や社会情勢の変化、公表に係る運用状況等を踏まえ、

必要に応じて見直しを行います。 
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